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~2) オレフイン類のオキシセレノ化用試薬として， (a) アセトキシメチルメチルセレニドと過酸化水
素， (b) ジフエニルジセレニドと第二銅塩， (c) ベンゼンセレニン酸，がそれぞれ有効であることを
見出している。
(3) フェノール類とセレノオキシド類の反応に基づくフェノール類の一般的な核セレノ化法を確立し
ている。
(4) エステル類，ラクトン類，エポキシド類に対し，新しく合成されたフェニルトリメチルシリルセ
レニドが非水系で、アルキルー酸素結合を選択的に開裂させる試薬となることを見出している。
以上のように本論文は，合成化学上有用な有機セレン化合物を合成し，それらの反応性を解明する
とともに試薬としての利用法を示したもので その成果は有機合成化学の基礎および応用の分野に貢
献するところが大きい O よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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